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 チーム関北小の発進  
 

４月３日からの先生方や事務の皆様、多くのスタッフの皆様の「関北愛」に感銘を受ける毎日

です。特に「教育史上初であろうメールによるクラス決定通知」と「円滑な登校、入室の」ミッ

ションコンプリート。精密なプログラムを作るにあたって、先生方の叡智の結集がなされその後

の着任式、始業式、そして入学式の成功に結び付いたのだと感謝の気持ちでいっぱいです。 

うまくいったからだけではありません。これからも「訪れるであろう」様々な課題や困難に対

して、このチームなら「乗り越えられるであろう」「前向きに向き合えるであろう」「力をつける

絶好の機会となるであろう」と確信できたからです。何度か「学びに向かう力（メタ認知）」の言

葉を発していますが、まさにこのようなミッションをクリアする過程で我々自身がメタ認知を高

められるのだと思います。「黄金の３日間」の滑り出しも活気に溢れることでしょう。 
 

１年生を支える先生方の「心のひだにまで寄り添う先生方の気配り」が入学担任の先生方にと

ってどれほど心強かったことでしょう。 

 １年生の先生方の落ち着きぶりに目を見張りました。「緊張しい」「ミス連発」のわたくしはず

いぶんと励まされました。式後のある先生の言葉に「目頭が熱く」「初心を思い出し」ました。 

 異動をされたばかりの先生方にとっては、すごく大変な４日間だったことでしょう。それぞれ

の持ち場で確実に役割を成し遂げてくださいました。 

 わたくしも経験しましたが、昇任したばかりの副校長にとって、始業・入学式へのプレッシャ

ーは「半端なし」です。副校長先生の見事な司会と沈着冷静なお姿に感銘！チーム関北の結束力

が大きな支えとなったことでしょう。 
 

かえすがえすも、お迎えをしてくださった先生方、職員の皆様には、温かく、そしてきめ細や

かな気配りをありがとうございました。そして心温まる、楽しい会にも感動しました。新しい方々

が力を発揮されているのも、そのおかげです。委員長の先生を中心にチームの絆が深まる。そん

な数日間であったと感じています。 
 

肯定的な言葉のシャワーを 
 

私の尊敬する先生の指導を紹介いたします。もう、同様の実践をされている先生方も多くいら

っしゃると思います。 

朝の出席を取る中で、１年生の子どもたちが、返事をする度に声や姿勢が立派になっていくの

に驚きました。理由は、先生のほめ方の巧みさです。先生は、一人一人に合った肯定的な言葉を

必ず添えていらっしゃいました。 

「元気いい」「手がぴんと伸びている」「椅子から飛び上がりそうな位に手がすぐにあがった」 

子どもが返事をして手をあげる際に、1，2秒ほどの短い言葉で全員に違う言葉かけをされてい

ました。まるで魔法を見ているようでした。見本にしていきたいです。 

 

 

 

来週から、各教室におじゃまする予定ですが、出張等でお伺いできないことともある

かと思います。ご容赦ください。私が来ても、授業を止めることのないようお願いたし

ます。 


